20110828　1部礼拝

視線をイエスに向け(ルカ1:67-80）

先日、時間が許されましてミュージカルを見に行きました。私たちが見ているステージ上の華やかさの裏には、いろいろな裏の働き、またドラマというものが別にあって、その結果、私たちが見ているものがそこに現れるようになるということでしょう。またテレビ番組の「24時間テレビ」でも、戦略としてか、その番組だけでなく裏のことも一日ずっと番組として放送していました。そのように、何事でも偶然というものはありません。すべてに理由があり裏があり隠れている背景というものがあって、その結果、それが表に出てくるようになるでしょう。世の中のすべてのことがそうであれば、ましてや神の民である私たちに起こる様々なことには、裏があり背景があるということは当然でしょう。もし神の人であるクリスチャンの私たちが、自分自身に起きる良いことであれ悪いことであれ、その裏を正しく見ることができるとすれば、今日読んだルカの福音書に出ている、ザカリヤが賛美をささげて預言していたように私たちは賛美の人になり、そして未来を見通して預言できる人になるということを、ぜひ、心に留めていただきたいと思います。たまたま、そのようになった、表ばかり、目に見えることばかり見て、すべてを評価してしまうのではなく、必ずクリスチャンの私たちに、神様の裏があるということを、ぜひ、覚えて、それを見て、見極める目を持って、力を持って、また養っていただきたいと思います。
今日の聖書を見ると、神様が天使をとおして約束したとおり、エリサベツがヨハネを生むようになります。そして、ヨハネが生まれたときに名前をザカリヤでなくヨハネと板に書いた瞬間、お父さんのザカリヤの口が開かれてものが言えるようになりました。その途端、ザカリヤがバプテストのヨハネが生まれたことをもって預言して賛美をささげている内容が、今日の聖書の箇所です。私たちであればどのように喜ぶでしょうか。「やっぱり、言われたとおりに息子が生まれたね。こんな年になってこのような息子が与えられるというのはなんと素晴らしいことなのだろう。かわいいな」と生まれてきた赤ちゃん、ヨハネの方にすべての視線が集中するようになるでしょう。「今まで子どもがまったくいなくて、いろいろな思いをしてきたが、やっとの思いでこの赤ちゃんが与えられたのだね。なんと尊い貴重な存在で大事なものだろう。なんてかわいいの」という意味で喜びを現すかもしれません。でも、ザカリヤはヨハネが生まれて年老いて赤ちゃんが生まれたこと、その赤ん坊を見て喜んでいたのではなく、赤ん坊が生まれて、ヨハネが生まれたことをとおして、その裏にイエスを見ていました。

1． 答えをとおしてイエスさまを
神様が与えられた答えをとおして、イエスを見て、イエスに視線を集中している者は神を賛美するようになるし、未来を見るようになるし、そして、預言するようになります。神様はクリスチャンの私たち一人一人が世の中の人と同じレベルで生きていく生き方ではなく、このように神様を心からほめたたえ、賛美のある人、そして、それが力になって未来を見通して預言することができるクリスチャンになることを主は望んでおられます。ぜひ、これから私たちが神の人であれば、何事でもその裏を見ていないといけないのですが、裏の裏が何かというとイエス・キリストです。
1） 救いの角を　

2） 誓いの契約　

　それでザカリヤはヨハネが生まれたことによって「ヨハネが生まれた」と叫ばないで一番先に何と言っているのでしょうか。ザカリヤは「ほめたたえよ。神様。その民を顧みて、贖いをなし、救いの角を、われらのために」と言いました。それから、これは「アブラハムに誓っていた救いの契約を、イエス・キリストを送ると約束していたその約束が成就したことだ」と救いの神様をほめたたえました。息子が生まれたことによってイエス・キリストを見るようになり、イエス・キリストに視線が集中して、そのイエス・キリストを送る神様のあわれみ、神様の救いの愛、救いの大きな祝福、神はなんと恵み深く、憐れみ深い方なのかということを、ヨハネが生まれたことをとおして見ていました。それが霊的な目が開かれたということです。もちろん息子が生まれたということは幸いなことであり喜ばしいことに違いありません。でも、それを喜ぶだけであれば世の中の人とどこが違うのでしょうか。それ以上の喜びと、それが賛美につながる喜びが、私たちクリスチャンにはあるのです。ザカリヤは今、恐れおののき、主の前にひれ伏しました。年老いて絶対に子供を生むことはできないおじいさん、おばあさんになっていたのですが、そこに神の力と奇跡によって神の答えが与えられ、赤ん坊が生まれました。ザカリヤはそれでこのように思いました。「イエスが一体どのような方なので、キリストがどれほどこの世の中に必要な方であれば、神様はどれほどイエス・キリストをとおして私たち罪人を救おうとしておられるのか。どれほどイエスが尊い大切な方なのか。こんな何の力もない、なんのいさおしもない、無能であり、子どもを産むことがまったくできないおじいさん、おばあさんの私たちに息子、赤ちゃんを与えられるとは、いったいイエスはどのような方なのだろう」と。それがザカリヤの賛美の内容でした。私たちにはまったく同じことではないけれども、みなさんの人生を振り返っていろいろなことがあったのではないでしょうか。それは偶然でもたまたまでもありません。それをとおしてイエスに視線を集中しないといけません。いったい、イエスがなぜ来られないといけないのか。イエスがどういう方なので、イエスのためにこんなことまで神様はなさるのだろうと。もし、みなさんが目指していた良い大学に合格したならば、「落ちないで良かったね。うれしいな」と家族のみなさん、自分自身も喜ぶでしょう。それは別に悪いことではありません。でも、それに留まっていると本当の賛美の人にはなれません。このように考えないといけないでしょう。「いったい、イエスがどういう方なので、イエスのために、イエスを悟らせるために、イエスを送らせるために、イエスを覚えさせるために、私のようなちっぽけな人間が大学に行けるようになったのだろう」と。みなさんはみなさんで、みなさんの実力で入ったとそう思うでしょう。いつも、とても謙虚にこのようなみじめな人間、このように神様の恵みなしには可能性はないし、良いところがまったくなく、罪人であるこの者になんということをしてくださったのだろう。そのようなことはないでしょうか。それは、このザカリヤのように人間的にものすごく喜ばしい、私たちがついつい神様の答えというような場合もそうですし、逆にそうでない、ものすごく大変なことの中でも同じなのです。いったい、イエスがどういう方なので、そのイエスを悟らせ、イエスの方に私たちをUターンさせるために、こんな苦しいことを許してまで、こんな辛いことを許してまで、神様はイエスをイエスをとしておられるのでしょう。イエスに視線が集中しないといけません。ザカリヤはバプテストのヨハネが、年老いておじいさん、おばあさんのときに生まれたことで単純に喜んでいたのではなく、イエスに視線を運び、イエスに集中していました。その人は賛美の人になります。いったいイエスはどのような方なのでしょう。
人は元々、神のかたちに神様によってつくられて幸せな者でした。その人が目に見えない悪魔に惑わされて、神様に背いて、神様との約束を破って罪を犯してしまい、神を離れて、神を失い、そして、滅びの運命ののろいに捕らわれるようになりました。それは他の何かでは絶対に解決できない問題なので、どこの人なのか、出身がどこなのか、肌色がどうなのかに関係なく、すべての人は罪を犯したので、アダム以来生まれたすべての人類は、この霊的な問題、罪を抱えて、様々な苦しみを味わうようになりました。精神的にも、肉体的な様々な病、また、いろいろな意味で崩壊していくものを味わうようになりました。その根っこの方では、神様を離れて神様とのすべての関係が壊れてしまい、もう、一人の力では、人が持っているものでは回復不可能な問題を抱えて歩くようになりました。その私たち、人、人類をかわいそうに思い、私たち罪人を愛して、神様が自ら私たちを救うことを約束されました。その救いの方法を女の子孫とおっしゃってキリスト、メシヤ、イエスを送って、そのイエス・キリストをとおしてすべての罪を清められ身代わりとなり、悪魔の頭を踏み砕いて勝利され、よみがえられて、そのイエスによって救いが与えられ罪人が救われるように、イエス以外には救いの道がないのです。世の中のすばらしい知識、また高度な科学的能力、いろいろな発展、思いやりなどはいっぱいありますが、私たちを地獄の運命から救い出す、救いの力はどこにもありません。それはイエス以外にはありません。「世界中にイエスの他に私たち人間が救われる名は与えられていません。イエスさまはおっしゃいました。「わたしが道であり、真理であり、いのちなのです。わたしを通してでなければ、 だれ ひとり父のみもとに来ることはありません」イエスはキリストであり、イエスは唯一の救い主です。この世の中は暗やみの力に覆われていて、希望の光はイエスしかありません。
昨日も子どもたち言いましたが、自分を自分自身がどう思っているかいろいろあるでしょうが、本当はこの光のイエスを持っている人は希望の光なのだと思い出さないといけません。あとでまた申し上げますが、どのようなことでもそれをとおしてイエスに視線を持っていき集中してください。そうすると、神様の豊かな、また違うすばらしい世界の門が開かれるようになります。私たちが癒されるというのはもちろんであって、神を賛美する人になります。神を賛美する人は強い人です。たぶん、みなさんはいろいろなことを通して、ここまで来られたと思います。それを偶然、たまたま、あるいはたいしたことではないと流さないでください。いったい、イエスがどんな方なので、私がイエスを信じるためにそういうことまで神様は許されるのだろう。いったい、イエスがどういう方なので、そのイエスを悟らせるために、イエスが届くために、そんなことまで神様はなさるのだろうと。それが賛美です。偶然はありません。ぜひ、すべての出来事をとおして、特に個人的にみなさんに起きた様々なことをとおして、それが良いことであれ悪いことであれ、それをとおしてイエスを見るように、イエスに目を留めるようになっていただきたいと思います。それが神様の御心です。そうでないと、「良かったね」におぼれて、なんでこんな辛いことが、なんでこんな親の元に、何でこんな環境にと、いつもそういうことばかりになって、それに惑わされて捕らわれてしまうのです。そうではありません。辛いことでも険しいことでもうれしいことでも楽しいことでも、それだけのものではなくて裏があるのです。イエスを見てもらうために、イエスに思いと視線が集中してもらうために、それほど神様はすべてをイエスにかけていらっしゃいます。言葉を変えると、私たちがイエスに視線が行くようになるそのことさえあれば、もう結構です。そのあとは、神様がイエスによる祝福を現すようになるでしょう。みなさんはどこを見ておられるのでしょうか。みなさんの視線はどこへ向かっていらっしゃるのでしょうか。イエスの方に。目の前にあることはあまりにもうれしくて、それに気が捕らわれて、イエスが見えないのではないでしょうか。実はそれはイエスのためなのです。レムナントのプロサッカー選手がゴールを入れたときに「ゴールが入った。このゴールが一つ入ることによって年俸がものすごく上がって、みんなに拍手を浴びせられるようになりうれしいな」ともちろん、うれしいでしょう。でも、静まってこのように思わないといけません。そうしないと賛美になりません。どういうことでも結果は賛美なのです。「いったい、イエスがどんな方なので、こんなちっぽけな者に、このような栄光のゴールを許されたのだろう」と考えないといけません。逆のパターンでも同じです。子どものために悩んでいらっしゃるのでしょうか。病気のために苦しんでいらっしゃるのでしょうか。「なんでこんな病気に」とうれしいことでも辛いことでも、表面ばかり見るのは同じではないでしょうか。そうではなくて、イエスがどんな方なので、こんな苦しみを許されてまでイエスを悟らせようとしていらっしゃるのだろうと、苦しみに留まらないで、ここを通ってイエスの方に視線を持っていくようにする、それが賛美なのです。そうすると、死の影の谷を歩きながらでも賛美を忘れることはありません。どんな苦しい状況でも賛美を忘れることはありません。神様が私たちの思いと私たちの気持ちをそのように守ってくださるでしょう。視線はイエスの方に。うれしい出来事でなくイエスの方に。辛いトンネルでなくてイエスの方に。その人は賛美をささげ預言するようになります。ザカリヤがその主役でした。
2． イエスさまをとおしてミッションを
それから、そのザカリヤはヨハネを見たのではなく、イエスを見たので、そのイエスをとおして、ただのうれしさだけでなくミッションを発見するようになりました。その人は賛美をささげて預言するようになります。つまり、丈夫な人生を送るようになります。尊い人生を味わうようになります。まず、視線はイエスの方に。どういうことでも、それに惑わされないで裏を見てください。だから、高慢になる理由もないし、がっかりする理由もありません。すべてをイエスに視線を集中したときに、そのイエスの中からミッションを発見します。このザカリヤはイエスを送られた救いの神をほめたたえて、それからヨハネが目に入るようになりました。
１）預言者と呼ばれよう
２）主の御前に先立って行き
３）救いの知識を与えるため
76節から78節を見てください。「幼子よ。あなたもまた、いと高き方の預言者と呼ばれよう。主の御前に先立って行き、その道を備え、神の民に、罪の赦しによる救いの知識を与えるためである。これはわれらの神の深いあわれみによる」と言っているのです。だから、第一に赤ん坊のヨハネに言及しているわけではありません。イエスを送られた救いの神なのです。そこに視線が行ったときに、そのヨハネはミッションの人生であることが発見できました。「神の預言者と呼ばれ、主の前に先立って多くの人にこのイエスを、救いの知識を教えるように、知識を与えるような、すばらしい目的、すばらしい理由のためにあなたは世に生まれてきたのだね」と。つまり、神の答え、様々な出来事をとおしてイエスを見るようになれば、そのイエスのゆえにすべてミッションになるのです。使命になります。自分の人生、自分の存在が、単なる食べて飲んでの人生ではなく、神の聖なるミッション、救いの知識を与えることのためにイエスのために、イエスに先立って、イエスを知らせるために、その尊い聖なる何物にも代えがたいミッションのために生まれてきたものです。ミッションのために生きる者です。それを正しく発見できたものは賛美をささげるようになります。預言ができるようになります。私たちは自分自身のこと、また子どもが生まれたときにも、もちろんでしょう。この子どもがこれからよく勉強して良い大学に入って、他の人より上の立場に立って出世して、そのときに少し自慢できるかなと思うかもしれません。ミッションを見ないといけません。「イエスのためにあなたは生まれてきたのだよ」と。この救いがなければ世の中の人は暗やみに捕らわれて、滅びの運命に捕らわれたまま滅びていくしかないものなので、そこに救いの知識を、希望の光を与えるために、あなたは生まれてきたのだ」と赤ん坊のときから、それを見て教えていかないといけないし、それが喜びであり、それが賛美になるのです。ただ、単なる社長になって、大統領になって、国会議員になって、何かになって終わるところだったのに、幸いなことにミッションがわかったのです。もし、ミッションでなければ世の中は正直に申し上げまして生きていく価値がありません。特にクリスチャンの私たちはもう天国に迎えられる幸いな者になってしまっていて、変わらないものなので天国に行った方がずっとましです。世の中にちょこちょこ楽しいこと、面白いことなどあるかもしれません。それはただ紛れるだけであって、本当に世の中楽しいところでしょうか。ミッション抜きにして何のために生きるのでしょうか。私たちはいろいろな人生、様々なことをとおして、イエスの方に目がいかないのです。神は私たちにイエスを与えて、イエスを悟らせて、イエスを喜ぶために何でもなさるのです。それがメインテーマです。
４）主の御前に仕えることを

イエスを知っている者は、やっと神に仕える者になります。神に仕えるとは何でしょう。神とのすべての関係を回復して、神様を喜び、神が私の父であることをわかって、神を楽しむ、そして、神様から与えられる言葉を喜んで神の力と答えとして受け入れるようになるということが神に仕えるということです。イエスによってそれが許され、イエス以外には神との壊れている関係を回復する道はどこにもありません。何があっても地球が終わるまでさまよい続けるしかありません。どこに行けば幸せがあるのだろう。どこに行けば答えがあるのかと。それで神様はイエスを私たちに与えられました。だから、悲しいことも、ある意味うれしいことも、表面上のそういうことは私たちには意味がありません。うれしいことばっかりでも、すべてがイエスを知らせるために、イエスを送るために神が許されたことです。イエスじゃないと、サタンの支配から解放されることはできません。イエスでないと神との壊れている関係を回復できません。そのイエスによってやっと目覚めるようになります。私たちが生きる理由、世の中に本当に必要な人間はミッションのある人生なのです。私たちはこの救いを知らせるために、イエスを知らせるためにと、パウロはいつも誇りを持って言っていました。私はキリスト、イエスのしもべであるパウロだといつも言っていました。ミッションの人生だよと言うことです。私は天国に行く方がずっといいよ。ただ、世の中に生かされているのはミッションのためであれば、このイエスを知らせ、救いを知らせることのためであれば、それも価値ある人生だと。私はミッションのために生きるものだと。
だいたい、大学くらいに入って大学を出てからは、神様はいろいろなことで悟らせて、また結論も与えられるようになるでしょうが、本当の意味でミッションの人生だと、ミッションを第一にして、それにすべてをかけて、そこを中心に人生を生きるというのはなかなか難しいのです。ただ、そのように悔しい思いをしながら、次の世代が自分のようにならないで、小さいときからミッション一本筋で生きる者になるようにと情念を持って祈るようにしないといけないでしょう。そういう意味で大学は最後の最後の砦だと思います。だから、来週から人数が少なくても大学生は別に集まりを持とうとしています。大学生自身も神の前に立って、自分に問いかけ吟味してみてください。そうすると、本当にイエスに集中して、視線がイエスの方に向いて、イエスのゆえにミッション、なるほどミッションのために生きる人生だと、どれほど自分自身の人生を、自分のことを認識し自覚しているでしょうか。なかなか、そうではないのです。もはや、世の流れの様々なものがしみこんでいるのです。それらを手術する思いで、と同時に小さい赤ん坊からのレムナントに対して情念を持たないといけません。「よし、そうだ。私もずっとタラッパンから育ってきたけれど、実際小さい時からこの子供たちに、とにかくミッションを教えないといけない」と。

この間、大学修練会のときに講師の先生が、アメリカで勉強していた先生なのですがこのような話をしていました。アメリカで９.１１の事件があったときに犯人の一人が、あの先生が住んでいた同じマンションに住んでいたみたいです。それをマンションの前のスーパーの人からこっそりと聞かされたようです。それでびっくりして、「いつからこのマンションに住むようになったのでしょうか」と聞いたら7年前からだったそうです。7年前からここに来て、2年間、英語の勉強をして、5年間、飛行機の操縦を習いながら、なぜ、ここに住みついて、2年間、勉強し、5年間、操縦の練習などをしていたのでしょうか。頭の中には24時間それしかありません。９.１１の時に自分の命を捨てて、飛行機とともにビルの中に入って爆破する、自爆するのだということをミッションにして、ずっと耐えていたのです。そうでしょう。一瞬たりともそのミッションを忘れたことがあるでしょうか。それは7年前から始まったことではないでしょう。小さいときからそういう思想がしみ込むようになったのでしょう。本物のイスラム教なのかもわかりませんが「アメリカは敵国だ」と小さいときから教え込まれているのです。「私が生きる理由は自分の祖国のために敵国、アメリカをつぶすことだ。これが生きがいで、生きる理由だ」と教えられ、それでそうなったのです。福音は爆破させるとか、そういうことではありません。神の愛、イエスのいのちの福音、それに比べることのできないはるかに優る唯一の答えです。それをクリスチャンの私たちが神の恵みによって、何のいさおしもない罪人なのに、神の恵みによってイエスを受け入れることができるようになりました。小さいときから「そうか、世の中にどんなに発展して良いことがあっても、本当は暗いものに捕らわれて、滅びて傷んで病んでつぶれていくところなのだ」と、赤ん坊の時から、頭の中、脳細胞に刻み込まれないといけないでしょう。そのことを情念に持って、大学生以外にはできません。大学生が世の中のミッションを徹底的に刻み込まれる根拠になる資料を集めなければいけません。それを大学生のミッションとしてお願いしようと思っています。大人はコンピュータのやり方とか、どこかに動くというのはなかなか難しいでしょう。祈ってください、大学生しかできません。世の中の問題を扱っている団体や市役所、教育の機関、放送局、インターネット様々なことをとおして、キリストが必要な資料を集めるのです。福音がないと絶対にできないミッションじゃないといけません。だから、子どもが小さいときから、これから小学校に入って、中高大学に入って、会社、芸能界などいろいろな分野に入るというのは全部、7年間の犯人のように、頭の中、心の中がミッションのために、イエス、救いを与えるための、救いを教えるためのミッションのためにとなるようにするのです。ザカリヤは生まれた赤ん坊を見てミッションを見ていました。あなたはイエスの前に先に。みなさん、ミッションのために生きてください。「そんなに複雑でややこしい話はありません」と何をするにしても、それはセカンドなのです。本当にイエスに目を留めていらっしゃるのでしょうか。イエスでないと希望がないのではないでしょうか。イエスでないと幸せはありません。イエスでないと癒しもありません。
3． ミッションをとおして希望を
　そして、ミッションを発見した者は、そのミッションをとおして希望を見るようになります。他の根拠による希望は正しい希望ではありません。みんな勘違いで単なる夢です。ミッションをとおして見る希望、それが真の希望です。それを見たときに、賛美をささげ未来を預言するようになるでしょう。福音宣教のミッション、そのときにこう言っています。これから起こることです。それを先に引っ張って見る、それが賛美の内容になります。
１）日の出が訪れ
見てください。78節を見ると、バプテストのヨハネがミッションを正しくこなしていくことによって、つまり、福音宣教を成し遂げていくようになるとこういうことになると書いてあります。「そのあわれみにより、日の出がいと高き所からわれらを訪れ」と。日の出が、光が暗やみに訪れるようになると、暗やみの力が打ち砕かれるようになると、ミッションはそのような結果をもたらすものです。柳先生も言いました。今、目の前にすぐ実が結ばれなくても、本当にこの福音宣教に正しいイエスのための、イエスを伝える救いを知らせるミッションであれば必ず実を結びます。特に教育や政治や人の思想では絶対に砕くことができない、暗やみの力が砕かれるようになります。光が訪れるようになります。変わります。その希望を、ミッションを抱えている者は見るようになります。また見ながらミッションを全うしていかないといけません。みなさんが今、いろいろな苦労があり、いろいろなことがあるでしょうが、祈りつつ全うしている福音宣教のミッション、それが小さく見えるかもしれません。それが暗やみの力に日が昇って、光が照らされることであることを、ぜひ、覚えてください。世の中に、教会、クリスチャン以外に希望はありません。何があっても惑わされないようにしてください。
２）暗黒と死の影に照らし
　そのあともこうです。「暗黒と死の陰にすわる者たちを照らし」こういうことが起きます。死の陰にすわっている者がいのち与えられて、立ち上がるようになるのです。死の陰に捕らわれている様々な文化に光が照らされるようになるのです。今、すっかり暗やみに捕らわれている大学の現場、地域の現場、偶像だらけの現場、夏になれば夏祭りがほぼ全部、偶像につながっていて、それが喜びの種になっている現場であっても、本当にイエスに視線を集中して、イエスをとおしてミッションを発見して、ミッションを人生の軸にして、そのミッションの人生をかけて、ミッションのために祈り全うしている者であれば見ていてください。その暗やみの文化が崩れていくことを夢見ながら、その幻を見ながら全うしていかないといけません。これは単なる希望ではありません。必ず、そのようになります。今まで歴史を見ていても正しい福音が入った国、民族は必ず、そこに光が照らされて変わりました。これが歴史の証拠です。また家庭一つ一つもそうです。ときにはその一人がイエス・キリストを信じて迫害され、何の変化もないまま死んだとしても、のちのち、その家系にそれがそうではなかったという証拠がいくらでも起こされています。無駄になることは一つもありません。無駄になるどころか希望です。必ず、光が照らされます。ですから、あきらめないでミッションを全うして、ミッションの人生を生きていきましょう。そんなに大事なものがあるのでしょうか。
　今朝、出エジプト記のマナとうずらを神様が与えられたという部分を読みましたが、結局、そこは「食べて飲んで生活する、それは大切でしょうがキリスト以上にミッションより、そんなに大袈裟に大切なものがあるのか」というように受けとめました。他は適当にという意味ではありません。中心がミッションでなければという意味です。結婚は何のために結婚はあるのでしょうか。よく覚えていてください。こんな者に神様はこのすばらしい伴侶、家庭を許されたなんて、イエスはどういう方なので、こんな者にこういう結婚も許されたのだろうと思わないといけません。だから、結婚の中からミッションを見つけ出さないといけません。ミッションを中心にした家庭はミッションホームになるでしょう。それから、その家庭をとおして、これから神様が周りに光を照らすようになるでしょう。それを先に幻を見てください。バプテストのヨハネはまだ赤ん坊です。荒野で叫ぶ声も聞いていません。それなのにザカリヤはそれを見ているのです。バプテストのヨハネが福音宣教の働きをしていた時に、どういうことになるのか先に見て主を賛美していました。これが賛美です。
３）平和の道に導く
「われらの足を平和の道に導く」暗やみの悪霊に捕らわれ、真の平安が何か知らないまま疲れ、重荷を背負い、不安を抱えたまま辛い思いして地獄に下っていくたましいに、真の平和がもたらされるようになるのです。何によってでしょうか。みなさんのミッションによってです。家庭の中にみなさんが理解できない不思議な辛いことがあるでしょうか。みなさんが考えたときに自分が思うよりはるかに大きい祝福があるのでしょうか。ミッションのために。ミッションに結論を出すために。これが真の賛美と預言です。
みなさんは、神様のあわれみによって、きっかけがどうであれ、一人一人にこの唯一のいのちの救い主イエスが与えられた方です。イエスに視線を集中しましょう。何事でも全部、イエスに視線を集中させる道具にしましょう。そのイエスの中から、みなさんのアイデンティティとともに、ミッションの人生であることを発見してください。それぞれ個人的に、その大きな福音宣教というミッションの中から、個人、個人の、また細かいミッションが見つけられるようになるでしょうが、まず生きるミッション、福音なくしては、イエスが本当にわかれば、イエスなくしては希望がないのではないでしょうか。みなさんが専攻しているその専攻が今より100倍も発達したということで、創世記3章の問題にこれっぽっちでも役に立つと思うのでしょうか。何のためにその勉強、その人生、その道を歩むのでしょうか。ミッションのためです。そのミッションを全うして行くときにいろいろなことがありますが、これっぽっちも揺れないであきらめないで希望の幻を見ながら耐えて、主が来られるその時まで全うして行きましょう。
結論
イエスの中からみなさんに与えられている新しいいのち、神との関係がすべて回復しているいのちを発見しましょう。それから、イエスのための新しい人生、ミッションの人生を発見して告白しましょう。そして、イエスによる新しい世界を、幻を見ながら全うしていきましょう。
〈お祈り〉

恵み深い天の父なる神様、ありがとうございます。ザカリヤが年老いてまったく不可能な状況なのに神様が赤ん坊を与えられました。そのうれしさ、単なる表面的なものでなく、そこで救い主イエスを、神のあわれみを見るようになり、そこからミッションと未来の希望を見て賛美する様子が聖書に書かれていました。どうかクリスチャンの私たちが、ザカリヤにあった賛美と預言の主人公、主役となるように、視線がいろいろなことに惑わされないで、すべてを集めて、イエスに視線を集中することができるように。いったいイエスがどんな方なので、こういうことまで許されるのだろうという質問とともにイエスに集中できるように一人一人を導いてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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